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一

最
近
の
物
価
動
向

加

藤

寛

孝

わ
が
国
経
済
の
昭
和
三
四
年
い
ら
い
三
カ
年
に
わ
た
る
超
高
度
成
長
と
急
激
な
構
造
変
化
は
'
物
価
動
向
に
新
し
い
重
大
な
局
面

EZd

Eid2

を
生
み
出
す
に
い
た

っ
た
｡
す
な
わ
ち
第
1
図l
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
'
日
本
銀
行
調
べ
の
卸
売
物
価
指
数
で
測

っ
た
わ
が
国
の
卸】■J3

売
物
価
水
準
は
'
昭
和
二
六
年
い
ら
い
の
趨
勢
的
安
定
性
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
'
総
理
府
調
べ
の
消
費
者
物
価
指
数

で
測

っ
た
わ
が
国
の
消
費
者
物
価
水
準
は
'
昭
和
二
九
年
い
ら
い
の
安
定
的
傾
向
か
ら
昭
和
三
四
年
を
境
に
し
て
急
速
な
上
昇
傾
向

Eid4

に
転
じ
て
い
る
｡
卸
売
物
価
の
安
定
性
に
つ
い
て
も
重
大
な
問
題
が
伏
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
'
消
費
者
物
価
の
高
騰
は
誰
の
眼

に
も
は
っ
き
り
し
て
お
り
'
生
活
に
密
着
し
た
問
題
で
あ
る
か
ら
'
国
民
の
重
大
な
関
心
の
的
と
な
っ
て
い
る
｡

総
理
府
調
べ
の
消
費
者
物
価
指
数

(全
都
市
'
昭
和
三
五
年
-

一〇
〇
)
は
'

昭
和
二
九
年
六
月
か
ら
三
四
年
六
月
ま
で
の
五
年
間

に
は
'
わ
ず
か
に
二

･
三
%

(年
率
〇
･
四
%
)
上
昇
し
た
だ
け
で
'
ほ
と
ん
ど
安
定
的
で
あ
っ
た
が
'
昭
和
三
四
年
六
月
か
ら
三
八
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第 1図 戦前基準物価指数の比政 (昭和9-11年-1)
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2

年
六
月
ま
で
の
四
年
間
に
は
'
二
七

･
七
%

(年
率
六
･
三
%
)
ち

上
昇
し
た
｡
し
か
も
'
そ
の
上
昇
率
は
年
と
と
も
に
加
速
さ
れ
て

い
る
｡
各
年
六
月
指
数
の
対
前
年
同
月
上
昇
率
は
'
三
五
年
三

･

七
%
'
三
六
年
三

･
六
%
'
三
七
年
八

･
五
%
'
三
八
年
九

･
〇

%
と
'
最
近
に
な
る
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
い
る
｡
特
に
三
六
年
九

月
に
は
外
貨
危
機
を
克
服
す
る
た
め
の
金
融
引
締
政
策
が
発
動
さ

れ
'
景
気
調
整
過
程
が
始
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
消
費
者
物

価
の
騰
貴
が
加
速
さ
れ
た
こ
と
は
'
前
回

(三
二
年
五
月
か
ら
)
お

よ
び
前
々
回

(二
九
年
二
月
か
ら
)
の
景
気
調
整
期
に
は
消
費
者
物

価
の
そ
れ
ま
で
の
騰
勢
が
直
ち
に
沈
静
し
て
若
干
下
落
し
た
の
に

-
ら
べ
て
､
今
回
の
消
費
者
物
価
の
騰
勢
が
い
か
に
根
強
い
も
の

Eid5

で
あ
る
か
を
示
す
証
左
と
し
て
注
目
さ
れ
た
｡
昭
和
三
〇
年
を
基

準
と
す
る
消
費
者
物
価
と
卸
売
物
価
の
月
別
指
数
の
推
移
は
第
2

Eid6
図
に
示
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
消
費
者
物
価
の
高
騰
に
つ
れ
て
'
そ
の
原
因
'
影
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響
'
対
策
､
な
ら
び
に
評
価
を
め
ぐ

っ
て
'
活
発
な
論
議
が
展
開

)7

さ
れ
て
い
る
｡
わ
た
-
し
自
身
も
昭
和
三
六
年
二
月
に
執
筆
し
た
論
文
に
お
い
て
'
最
近
の
消
費
者
物
価
上
昇
は

｢商
品
特
に
工
業

製
品
に
対
す
る
農
林
水
産
物
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

(小
売
を
含
む
)
な
ど
の
相
対
価
格
を
調
整
す
る
過
程
と
し
て
生
ず

る
イ
ン
フ
レ
1



経済成長と物価騰貴

第 2図 消費者物価と卸売物価の此故
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者
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価
指
数
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安
定
を

維
持
し
な
が
ら
'
商
品
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
相
対
価
格
を
引

ヽ
ヽ

上
げ
る
た
め
に
は
'
卸
売
物
価
指
数
が
下
落
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
'
す
な
わ
ち
真
の
消
費
者
物
価
対
策
は
卸
売
物
価
対

策
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い

ヽ
ヽ
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ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
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ヽ

な
い
｡
消
費
者
物
価
の
安
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
は
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

卸
売
物
価
に
対
す
る
政
策
当
局
の
態
度
に
懸

っ
て
い
る
と
い
わ

)9

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
と
結
論
し
た
｡
右
の
規
定
と
結
論
は
今

日
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
正
し
い
と
信
じ
て
い
る
が
'
本
稿

に
お
い
て
は
'
最
近
に
お
け
る
消
費
者
物
価
高
騰
の
実
態
を
や

や
詳
細
に
分
析
し
'

｢賃
金
財
｣
の
視
点
か
ら
消
費
者
物
価
高

騰
の
論
理
を
解
明
し
'
そ
こ
に
兄
い
だ
さ
れ
る
最
大
の
問
題
が

農
業
問
題
に
は
か
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
い
と
思
う
｡

旧
卸
売
物
価
指
数
'
小
売
物
価
指
数
は
日
本
銀
行
調
べ
'
消
費
者

物
価
指
数
は
総
理
府
調
べ

(
東
京
)
｡
『
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
昭
和
三

八
年
九
月
号
九
京

(
渡
辺
佐
平
氏
の
論
文
中
の
表
)
に
よ
る
｡

物
日
本
銀
行
の

｢
卸
売
物
価
指
数
｣
は
最
近
昭
和
二
七
年
基
準
か

ら
昭
和
三
五
年
基
準
に
改
訂
さ
れ
た
｡
旧
指
数
に
よ
る
と
三
六
年

九
月
は

一
〇
六

･
九
で
三
二
年

一
月
の
ピ
ー
ク
水
準

一
〇
六

･
八
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む
を
し
た
が
}
新
指
数
を
堅

剛
基
準
指
数
に
換
算
し
た
も
抄

(『
本
弗
経
済
統
計
昭
和
三
七
年
報
』
二
七
二
頁
)
に
よ

る
と
三
六
年
九
月
は
三

五

一
･
七
で
三
二
年

一
月
の
三
七
四

･
二
よ
-
か
な
-
低
い
｡

図
総
理
府
統
計
局
の

｢
消
費
者
物
価
指
数
｣
は
昭
和
三
六
年

一
〇
月
以
降
'
従
来
の
昭
和
三

〇
年
基
準
か
ら
昭
和
三
五
年
基
準
に
改
訂
さ
れ
た
.

糾
第

一
に
は
'

コ
ス
-
の
水
準
が
金
融
引
締
以
前
の
好
況
期
に
お
い
て
上
昇
し
'
卸
売
物
価
水
準
を
下
ざ
さ
え
す
る
よ
う
に
な

っ
た
O
第
二
に

は
'
各
業
界
の
市
況
対
策
が
強
化
さ
れ
'
卸
売
物
価
水
準
の
下
落
が
阻
止
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
｡

㈲

『
昭
和
三
八
年
版
経
済
白
書
』
二

一
一
頁
を
参
照
せ
よ
｡

㈲
消
費
者
物
価
は
昭
和
三
五
年
基
準
の
全
都
市
指
数

(『
経
済
要
覧

一
九
六
三
』
八
-
九
頁
､
『
本
邦
経
済
統
計
昭
和
三
七
年
報
』
二
七
九
頁
'

東
洋
経
済

『
統
計
月
報
』
昭
和
三
八
年
九
月
号
三
二
貢
)
を
昭
和
三

〇
年
基
準
に
換
算
し
た
も
の
｡
卸
売
物
価
は
戦
前
基
準
指
数

〔
前
注
(
1
)

お
よ
び
(
2
)
参
照
〕
を
昭
和
三

〇
年
基
準
に
換
算
し
た
も
の
｡

S

拙
稿

｢
経
済
成
長
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
｣

(
岡
野
鑑
記
編

『
日
本
経
済
の
成
長
と
構
造
』
酒
井
書
店
昭
和
三
六
年
)
0

㈱

同
右
二
六
七
頁
｡
こ
こ
で

｢
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
｣
と
は
単
に
物
価
水
準
の
上
昇
傾
向
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
｡
同
右
二
四

一
頁
注
(
10
)

を
参
照
せ
よ
｡

欄
同
右
二
六
八
-
二
六
九
貢
｡
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二

消
費
者
物
価
高
騰

の
原
因

(そ
の
一
)

-

賃
金
費
用
の
上
昇
-

1d1

第
l
表
に
よ
れ
ば
'
昭
和
三
四
年
か
ら
三
七
年
ま
で
の
消
費
者
物
価
指
数

(東
京
)
の
騰
貴
率

一
六

･
四
%
は
､
そ
の
四
五

･
一

%
が
食
料
'
三
五
%
が
雑
費
の
借
上
が
-
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
昭
和
三
〇
年
か
ら
三
四
年
ま
で

の
六

･
三
%
の
騰
貴
率
に
つ
い
て
も
'
食
料
と
雑
費
の
値
上
が
り
が
そ
の
七
〇
%
を
占
め
て
い
た
が
'
三
四
年
後
は
食
料
の
寄
与
率

が
雑
費
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
-
な
っ
て
い
る
｡
食
料
の
借
上
が
-
の
う
ち
騰
貴
率
'
寄
与
率
と
も
最
大
の
項
目
は
野
菜
で
あ
り
'
魚

】Ⅳ肌H】

介
'
肉
類
'
果
物
の
借
上
が
-
も
目
立
っ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
生
鮮
食
料
品
で
あ
聖

ま
た
加
工
食
品
の
値
上
が
り
も
か



経済成長と物価騰貴

第 1表 費目別にみた消費者物価の騰貴率および寄与率
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服
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教 育

文 房 具
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た ば こ

総

食

住

光

被

雑

な
り
大
き
い
｡
雑
費
で
は
教
育
'
教
養
娯
楽
'
保
健
衛
生
の
借
上
が
-
が
大
き
い
｡
住
居
の
借
上
が
-
は
家
賃
地
代
の
騰
勢
鈍
化
に

っ
れ
て
三
四
年
以
前
ほ
ど
で
は
な
く
な
っ
た
が
'
住
宅
修
繕
の
値
上
が
り
が
大
き
い
｡
ま
た
'
被
服
が
三
四
年
以
前
の
下
落
傾
向
か

ら
上
昇
に
転
じ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
変
化
で
あ
る
｡

Eiid3

さ
ら
に
第
2
表
に
よ
っ
て
特
殊
分
類
別
に
消
費
者
物
価
指
数

(全
都
市
)
の
騰
貴
内
容
を
み
て
み
る
と
'
昭
和
三
四
年
以
後
の
消
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第 2表 特殊分類別にみた消費者物価の騰貴率および寄与率

(仝都市消費者物価指数)
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家 賃 地 代

公 共 料 金

対個人サービス

≡:..%34憎

5.8f18.51 8.3[20.91 17･1

SS家.･･..5sg5L ggz章II･..6JgZ.

△ 0.5I△ 0.91△ 0.61△ 1.2I△ 0.31△ 0･3t O･0

･…:･.;7i;2f･.:1 s:::2:4

9.2E25.8t12.OE26.61 15.0……闇壬……i…3'':≡

(荏) 大企業性製品は従業員 300人以上の事業所の出荷額が全体の30%を超える産業の製品であり,それ

以下のものはすべて中小企業性製品に含まれる｡

費者物価高騰の九〇%近-は'農水畜産物'製造業の中小企業製品､対個人サービスの三者の値上がりによって占められており'特に農水畜産物の寄与率が三四年以前にくらべて著し-増大していることがわかる｡これに対して'大企業の製品である耐久消費財は一貫して値下がりしており'加工食品･その他の工業製品のうち大企業製品の価格は下落または軽微な上昇傾向

を示している｡

このような最近の消費者物価高騰の原因は'
通説によれば'今年の『経済白書』が説明しているとおり｢基本的には高度成長の持続の結果'農業'中小企業の供給体制のおくれによる供給不足とともに'人手不足が激化し'今までの低賃金'低生産性部門での賃金上昇が大幅となって'この部門での生産性を上回る賃金'業主所

EidEiJg4LLJ
得の上昇が行なわれたから｣である｡第3表な

pnu6

らぴに第3図から明らかなように'製造業にお
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け
る
賃
金
の
上
昇
率
は
'
昭
和
三
四
年
い
ら
い
目
立
っ
て
大
幅
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
製
造
業
賃
金
の
大
幅
な
上
昇

率
が
そ
の
他
の
諸
産
業
の
賃
金
上
昇
率
を
引
き
上
げ
る
起
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
'
そ
れ
を
生
み
出
し
た
も
の
は
'
製
造
業
に

お
け
る
労
働
組
合
の
賃
上
げ
闘
争
と
い
う
よ
-
は
'
労
働
力
の
需
給
関
係
の
逼
迫
で
あ
っ
た
｡

こ
の
逼
迫
は
主
と
し
て
'
新
規
学
卒
者
を
含
む
若
年
労
働
者
と
技
能
労
働
者
の
需
給
関
係
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
｡
新
規
学
卒
者

FJ一
Tie:

へ
の
求
人
率
は
'
昭
和
三
四
年
い
ら
い
急
速
に
上
昇
し
'
三
七
㌧
三
八
年
卒
業
者
に
つ
い
て
は
約
三
倍
の
高
率
に
達
し
て
い
る
｡
し

た
が
っ
て
'
新
規
学
卒
者
の
初
任
給
が
急
上
昇
L
t
そ
れ
に
つ
れ
て
全
体
と
し
て
の
賃
金
水
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
し

か
も
こ
の
逼
迫
は
'
規
模
の
小
さ
い
企
業
ほ
ど
賃
金
の
水
準
が
低
か
っ
た
の
で
深
刻
で
あ
っ
た
｡
規
模

一
〇
〇
人
未
満
の
企
業
は
昭

ノヽOU

和
三
二
年
に
は
中
学
卒
の
就
職
者
の
う
ち
六
四
%
を
吸
収
し
て
い
た
が
､
三
七
年
に
は
三
六
%
を
吸
収
し
た
に
す
ぎ
な
い
｡
し
た
が

f失業保険受給 率

経済成長と物価騰貴

第 3表 労働 需給 と 賃金
求 職 率
(職 業安 ;失 業 率
走 所 ) -

1･7%i 5･6%
1.8 ! 5.6

1.7 L 3.9

1.4 3.3

4.3

3.6

2 .9

2.7

1.4

1.5

1.1

1.0

賃金上 昇率
(製 造 業)

5.5% 3.4倍

3.8 3.6

9.3 2.6

3.4 2.1

2.4 2.6

7.4 2.0

8.0 1.4

ll.8 1.0

10.0 1.0

Eiii)

っ
て
,
新
規
学
卒
者
の
規
模
別
充
足
率
は
,
規
模
の
小
さ
い
企
業
ほ
ど
小
さ
3
･
初

任
給
の
規
模
別
上
昇
率
は
規
模
の
小
さ
い
企
業
ほ
ど
大
き
く
'
三
七
年
に
は
初
任
袷

.lluOHU

の
規
模
別
格
差
は
ほ
と
ん
ど
解
消
し
て
し
ま
っ
た
｡
こ
の
よ
う
に
若
年
労
働
者
の
求

人
難
は
親
樺
の
小
さ
い
企
業
ほ
ど
激
し
く

し
た
が
っ
て
ま
た
若
年
労
働
者
の
賃
金

上
昇
率
は
規
模
の
小
さ
い
企
業
ほ
ど
大
き
か
っ
た
の
で
'
全
体
と
し
て
の
賃
金
上
罪

EZiiZ!
li

率
も
規
模
の
小
さ
い
企
業
ほ
ど
大
き
く

か
-
て
規
模
別
賃
金
格
差
は
第
4
図
が
示

す
と
お
り
､
昭
和
三
四
年
い
ら
い
急
速
に
縮
小
し
た
の
で
あ
る
｡

(中
高
年
労
働
者

幻

の
需

給
関
係
は
逼
迫
し
て
お
ら
ず
,
し
た
が
っ
て
第
5
軌

が
示
す
よ
う
に
'
中
高
年

層
の
規
膜
別
賃
金
格
差
の
縮
小
度
合
は
非
常
に
小
さ
い
.)

製
造
業
に
お
け
る
若
年
労
働
力
に
対
す
る
需
要
の
増
大

は
､
そ

の
他

の
諸
産
業

203



第 3図 求職率 と賃金上昇率

29 30 31 32 33 34 35 36 37

第 4図 製造業の規模別賃金格差
(定期給与,規模500人以上-100)
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第 5図 年齢別規模間賃金格差

29年 33咋 37年

(企業･'規柁1000人以上を100とした10-29人の賃金)
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(特
に
農
業
)
か
ら
の
当
該
労
働
力
の
流
出
を
ひ
き
ね
こ
L
t
そ
こ
で
の
人
手
不
足
を
激
化
し
'
賃
金
の
上
昇
を
ひ
き
お
こ
し
た
｡

新
規
学
卒
者

(中
学
'
高
校
卒
計
)
の
う
ち
農
業
に
就
業
し
た
者
は
'
昭
和
三
三
年
の
約
二
〇
万
人
か
ら
三
六
'
三
七
年
に
は
約
九

)3

万
人
に
減
少
し
'
そ
の
割
合
は
三
三
年
の
一
五

三
三
年
度

一
二
万
人
か
ら
三
六
年
度
二
四
万
人
へ %
倍 か
増 ら
し 三
た14)七
〇 年
の
r.t
/ヽ
%
に
減
少
し
か
｡
農
林
漁
業
就
業
者
の
他
産
業

へ
の
純
転
職
は

農
林
漁
家
か
ら
他
産
業

へ
就
業
し
た
者
の
総
数
は
三
三
年
度
の
五
二

万
人
か
ら
三
六
年
度
の
七
五
万
人
へ
増
加
し
'
そ
の
年
齢
別
内

E■nr5

下
の
若
年
労
働
者
で
あ
っ
払
｡
か
く
て
第

l
次
産
業
就
業
者
数
釈
は
▲

表16)四
が 歳
示 以
す 下
よ が
ほ
と
ん
ど
全
部
で
'
そ
の
大
部
分
は

一
九
歳
以

う
に
'
特
に
昭
和
三
四
年
以
後
急
速
に
減
少
し

た
の
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
就
業
者
数
の
減
少
に
つ
れ
て
'
農
村
に
お
け
る
過
剰
就
業
は
解
消
さ
れ
'
人
手
不
足
が
激
化
し
'
第
5

EidriZ1
表
が
示
す
よ
う
に
'
農
業
日
雇
労
働
者
の
賃
金
は
三
五
年
以
後
加
速
的
に
上
昇
し
'
製
造
業
と
の
産
業
間
賃
金
格
差
は
急
速
に
縮
小



し
た
｡

第
三
次
産
業
に
つ
い
て
も
'
同
じ
よ
う
に
'
若
年
労
働
者
を
中
心
と
す
る
人
手
不
足
の
激
化
と
賃
金
の
急
上
昇
が
生
じ
た
こ
と
は

容
易
に
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
製
造
業
の
規
模

一
㌧

〇
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
の
本
工
採
用
者
に
占
め
る
中
途
採
用
者
の
割

合
は
三
三
年
の
三
六
%
か
ら
三
七
年
は
四
三
%
に
拡
大
し
た
が
､
三
七
年
の
中
途
採
用
者
の
う
ち
約
四
割
が
小
売
'
サ
ー
ビ
ス
､
農

糊

業
か
ら
の
移
動
で
あ
っ
た
｡

農
業
'
水
産
業
､
中

小
工
業
'
サ
ー
ビ
ス
業

(商
業
を
含
む
)
に
お
け
る
上
述
の
ご
と
き
賃
金
の
急
上
昇
は
'
当
然
の
こ
と
な
が

ら
'
そ
れ
ら
の
諸
産
業
に
お
け
る
生
産
性
の
上
昇
率
を
超
過
L
t
生
産
物
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
の
単
位
あ
た
り
賃
金
費
用
を
高
め
'

結
局
そ
れ
ら
の
価
格
を
騰
貴
さ
せ
た
の
で
あ
る
｡

経済成長 と物価騰貴

第 4表 第1次産業就業者の推移

令割

第 5表 農業 日雇労働者の賃金

農
産
物
価
格
指
数
は
昭
和
二
八
年
度
か
ら
三
四
年
度

ま
で
下
落
L
t
三
五
年
度
以
後
急
騰
に
転
じ
て
い
る
｡

tヽノ91

第
6
表
が
示
す
よ
う
に
'
二
九
1
三
二
年
の
時
期
に
は

生
産
性
の
上
昇
率
の
方
が
賃
金
の
上
昇
率
を
上
回

っ
た

の
で
賃
金
費
用
は
下
落
し
価
格
も
下
落
し
た
が
'
三
三

-
三
六
年
の
時
期
に
は
賃
金
の
上
昇
率
の
方
が
生
産
性

の
上
昇
率
を
上
回

っ
た
の
で
賃
金
費
用
は
上
昇
し
価
格

も
上
昇
し
た
｡
特
に
生
産
者
米
価
は

｢
生
産
費
所
得
補

償
方
式
｣
で
決
定
ざ
れ
る
の
で
'
製
造
業
平
均
賃
金
の

上
昇
率
が
米
の
生
産
性
の
上
昇
率
を
上
回
わ
る
場
合
に

2(H



第6表 農業の生産性 と賃金の変化率

33-36年

5.8%

△ 6.8

13.5

29.1

13.7

7.9

16.9

29-32年

18.6%

△ 2.9

22.1

12.9

△ 7.5

△ 1.6

△ 4.9

生 産

雇 用

生 産 性

賃 金

賃 金 コ ス ト

農業用品価格

農 産 物 価 格

叫

は
必
然
的
に
米
価
も
上
昇
す
る
｡
生
産
者
米
価
が
上
が
っ
て
収
入
が
ふ
え
る
と
農
家
は
他
の

作
物
に
も
米
作
な
み
の
収
入
を
期
待
す
る
よ
う
に
な
る
｡
ま
た
､
農
業
日
雇
賃
金
の
高
騰
は

農
民
の
自
家
労
働
の
評
価
を
高
め
る
｡
か
く
て
近
年
農
民
が
作
付
を
決
定
す
る
場
合

｢農
業

EidI2

外
の
労
賃
と
自
家
労
働
を
比
較
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
｣
の
で
あ
る
｡
最
近
の
野
菜
価
格

の
高
騰
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
が
作
付
面
積
拡
大
'
出
荷
販
売
量
の
増
加
と
い
う
生
産
増
加

の
刺
激
作
用
を
は
た
し
て
い
な
い
の
は
'
野
菜
労
働
報
酬
が

｢水
稲
水
準
に
よ
う
や
く
接
近

tHlu22

L
t
平
準
化
す
る
傾
向
を
し
め
す
に
す
ぎ
な
い
｣
か
ら
で
あ
る
｡

206

水
産
業
で
は
三
三
-

三
六
年
問
に
坐

で
'
賃
金
費
用
は
三
六

･
五
%
も
上
昇
し 塵
た23)悼
上
昇
率
八

･
〇
%
'
賃
金
上
昇
率
四
七

･
四
%Gid42

｡
生
産
地
魚
価
指
数
は
二
九

･
五
%
上
昇

し
た
｡

な
お
'
農
水
畜
産
物
の
消
費
者
価
格
高
騰
の
一
つ
の
原
因
と
し
て
'
流
通
機
構
の
立
ち
お
-
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
'
卸
売

･

EiiZl

tHid

5

6

2

2

小
売

マ
ー
ジ
ン
の
大
き
さ
は
と
も
か
く
と
し
て
'
そ
の
拡
大
化
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
｡
野
菜
お
よ
び
果
物
に
お
い
て

は
消
費
者
価
格
1
卸
売
価
格
1
生
産
者
価
格
の
順
に
騰
貴
率
が
大
き
い
し
､
畜
産
物
に
つ
い
て
は

｢卸
'
小
売
の
手
取
り
率
が
趨
勢

EiiJLiZ!2

的
に
上
昇
し
て
い
る
と
確
認
す
る
根
拠
も
未
だ
確
定
的
で
は
な
い
｣
と
い
わ
れ
'
水
産
物
に
つ
い
て
も

｢
生
産
者
価
格
の
上
昇
が
卸

1■J82

売
'
消
費
者
価
格
の
上
昇
の
主
要
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
｣
と
い
わ
れ
て
い
る
｡

製
造
業
の
中
小
企
業
の
う
ち
機
械
工
業
の
下
請
な
ど
投
資
財
部
門
に
属
す
る
も
の
は
合
理
化
が
進
み
生
産
性
の
上
昇
率
も
高
い
が
'

消
費
財
部
門
に
属
す
る
も
の
は
高
度
成
長
の
波
に
と
り
残
さ
れ
た
部
分
で
あ
っ
て
'
合
理
化
が
お
く
れ
生
産
性
の
上
昇
率
も
小
さ
い
｡

昭
和
三

〇
-
三
六
年
間
に
製
造
業
の
投
資
財
部
門
の
生
産
性
上
昇
率
は
七
七
%
に
達
し
た
の
に
'
消
費
財
部
門
で
は

一
六
%
に
す
ぎ

な
か
っ
た
｡
賃
金
上
昇
率
は
孜
資
財
四
七
%
'
消
費
財
四
五
%
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
っ
た
か
ら
'
賃
金
費
用
は
投
資
財
部
門
で
は



経済成長と物価騰貴

Gid29

一
七
%
低
下
し
た
が
'
消
費
財
部
門
で
は
二
五
%
も
上
昇
し
た
｡
ま
た
製
造
業
全
体
の
業
種
を
大

･
中

･
小
企
業
性
別
に
分
け
て
み

pJI
O3

る
と
同
期
間
に
大
企
業
の
生
産
性
上
昇
率
は
六
九
%
に
達
し
た
が
'
小
企
業
の
そ
れ
は
三
八
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
｡
昭
和
二
八
-
三

五
年
間
の
国
際
此
較
に
よ
る
と
'

｢
欧
米
諸
国
に
お
い
て
は
消
費
財
産
業
の
生
産
性
上
昇
率
は
投
資
財
産
業
の
六
1

七
割
で
あ
る
の

EiiiZI
I3

に
対
し
わ
が
国
は
三
割
に
満
た
な
い
｡｣
確
か
に
｢
何
も
日
本
の
消
費
財
産
業
の
生
産
性
向
上
に
困
難
な
面
が
多
い
と
い
う
理
由
は
な

い
の
で
'
結
局
投
資
財
部
門

へ
の
投
資
が
集
中
し
す
ぎ
て
'
い
わ
ゆ
る

『
投
資
が
投
資
を
よ
ぶ
効
果
』
の
経
済
成
長
で
あ
っ
た
こ
と

FJ23

が
こ
の
よ
う
な
産
業
の
生
産
性
上
昇
に
格
差
を
生
じ
せ
し
め
た
｣
の
で
あ
る
｡

ヽ
ヽ

特
に
生
産
性
本
部
調
べ
の
生
産
性
指
数
に
よ
る
と
､
昭
和
三
四
-
三
七
年
間
に
食
料
品
工
業
の
生
産
性
が
三

･
二
%
減
少
し
て
い

.1■nu
3p別
.
ま
た
通
産
省
の
生
産
指
数
の
う
ち
食
料
品
工
業
指
数
は
同
期
間
に
l
l
l
･
三
%
増
で
あ
り
･
労
働
省
の
常
用
労
働
者
雇
用
指
数

の
食
料
品
工
業
指
数
は
同
期
間
に
五
〇
･七
%
増
で
あ
る
か
ら
'
前
者
を
後
者
で
割

っ
た
食
料
品
工
業
の
生
産
性
指
数
は
実
に

一
九
･

ヽ
ヽ

五
%
の
下
落
と
な
る
｡
食
料
品
工
業
の
賃
金
指
数
は
同
期
間
に
三
六

･
〇
%
増
で
あ
る
か
ら
'
賃
金
費
用
は
前
の
生
産
性
指
数
に
対

し
て
は
四
〇
･
五
%
'
後
の
そ
れ
に
対
し
て
は
六
八

･
九
%
も
上
昇
し
た
こ
と
に
な
る
｡
い
ず
れ
に
し
て
も
'
こ
の
よ
う
な
食
料
品

工
業
の
生
産
性
の
低
下
は
'
最
近
の
加
工
食
品
の
値
上
が
り
の
重
要
な
原
因
で
あ
る
｡
も
っ
と
も
食
料
品
工
業
に
お
い
て
も
上
層
中

企
業
な
い
し
中
堅
企
業
の
発
展
と
結
び
つ
い
て
'
近
代
化
設
備
の
導
入
が
か
な
-
進
行
し
て
い
る
｡
し
か
し
そ
の
場
合
に
も

｢合
理

化
に
も
か
か
わ
ら
ず
､

コ
ス
I
は
必
ず
し
も
低
下
し
て
い
な
い
｡
そ
れ
は
'
多
く
.の
食
品
加
工
業
種
で
は
'

一
般
に
コ
ス
ー
に
占
め

Eid43

る
原
料
費
の
割
合
が
き
わ
め
て
大
き
く
､

そ
の
価
格
上
昇
傾
向
が
合
理
化
効
果
を
相
殺
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
｡｣
し
た
が
っ
て

｢
食
品
加
工
業
に
お
け
る
合
理
化
と
近
代
化
に
よ
る
コ
ス
-
低
下
の
可
能
性
は
'
原
料
価
格
引
下
げ
ま
た
は
上
昇
阻
止
に
か
か
っ
て

EidLE'3

い
る
｡｣

つ
ま
り
原
料
農
水
畜
産
物
の
価
格
上
昇
が
加
工
食
品
の
借
上
が
-
の
も
う

一
つ
の
重
要
な
原
因
な
の
で
あ
る
｡

サ
ー
ビ
ス
産
業

(商
業
を
含
む
)
に
お
い
て
は
'
生
産
性
の
向
上
が
此
較
的
困
難
な
う
え
に
人
手
不
足
に
よ
る
賃
金
上
昇
が
発
生
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し
て
い
る
の
で
'
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
値
上
が
り
が
必
然
的
に
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
｡
業
主
所
得
も
従
来
低
か

っ
た
の
で
引
き
上
げ
ら
れ

る
傾
向
が
あ
る
｡
商
業
部
門

の
サ
ー
ビ
ス
の
値
上
が
り
は
'
生
産
者
価
格
に
く
ら
べ
て
小
売
価
格
を
高
め
る
と
い
う
形
を
と
る
｡

『
経
済
白
書
』
に
よ
れ
ば
'
昭
和
三

〇
1
三
六
年
間
に
'

｢
卸

マ
ー
ジ
ン
が
や
や
低
下
気
味
｣
で
あ
る
の
に
対
し
て

｢
小
売

マ
I

tlHt
63

ジ
ン
が
増
加
傾
向
を
た
ど

っ
て
い
る
｡｣
小
売
部
門

の
生
産
性
は
同
期
間
に
九
%

増
加
し
た
が
'

賃
金
上
昇
は
三
八
%
で
あ

っ
た
の

どnJ

pJ】

7

8

3

3

で
'
賃
金
費
用
は
二
五
%
上
昇
し
た
.
三

〇
1
三
四
年
間
よ
-
も
三
四

I
三
七
年
間
の
賃
金
費
用
の
上
昇
率

の
方
が
大
き
い
｡
卸
売

Eid93

部
門

の
賃
金
費
用
も
二
九
･1
三
五
年
間
に
約
八
%
上
昇
し
て
い
る
｡

サ
ー
ビ
ス
業
に
つ
い
て
は
'
洗
濯
業
'
理
髪

･
理
容
業
'
お
よ
び
浴
場
業

の
生
産
性
上
昇
率
を
計
算
し
た
結
果
に
よ
る
と
'
二
九

-
三
二
年
間
に
は
賃
金
上
昇
率
は
生
産
性

の
上
昇
率
を
下
回

っ
て
い
た
が
'
三
二
-
三
五
年
間
に
は
洗
濯
業
を
除
き
賃
金
上
昇
率
が

叫

生
産
性
上
昇
率
を
上
回

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

m
東
洋
経
済

『
統
計
月
報
』
昭
和
三
八
年
九
月
号
六
頁
に
よ
る
｡
品
目
別
の
価
格
な
ら
び
に
騰
貴
率
に
つ
い
て
は
七
I

l
一
貫
を
参
照
せ
よ
｡

切
三
四
-
三
七
年
間
の
上
昇
率
が
五
〇
%
を
超
え
る
品
目
は
二
八
品
目
で
'
野
菜
と
果
実
を
主
と
す
る
食
料
品
が
大
部
分
で
あ
る
｡
前
掲

『
統

計
月
報
』
四
貢
を
参
照
せ
よ
｡

畑
三
〇
-
三
五
年
は
三
〇
年
基
準
ウ
ェ
イ
-
'
山
下
不
二
男

｢
生
産
性

･
賃
金
･
物
価
の
統
計
分
析
｣
(『
東
洋
経
済
』
別
冊
昭
和
三
七
年
四
月
)

九
九
貢
に
よ
る
｡
三
六
-
三
七
年
は
三
五
年
基
準
ウ
ェ
イ
-
､
前
掲

『統
計
月
報
』
四
貢
に
よ
る
｡

糾

『
経
済
白
書
』

(
以
下
す
べ
て
昭
和
三
八
年
版
)
三
六
貢
.

｢
三
〇
年
か
ら
三
四
年
ま
で
の
安
定
期
と
三
四
年
以
降
の
上
昇
期
と
を
此
軟
｣

し
た
要
領
の
よ
い
説
明

(製
造
業
と
小
売
業
と
の
対
比
に
重
点
が
お
か
れ
て
農
業
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
の
は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
が
)

は
三
八
-
三
九
頁
に
兄
い
だ
き
れ
る
｡

㈲

賃
金
上
昇
率
は
製
造
業
賃
金
指
数

(『
労
働
白
書

一
九
六
〇
年
版
』
二
九
三
賞
'
同

『
一
九
六
三
年
版
』
二
九
二
頁
)
よ
-
計
算
し
た
も
の
｡

求
職
率
は
有
効
求
職
者
数
を
有
効
求
人
数
で
割
っ
た
も
の

(同

『
一
九
六
三
年
版
』
三

一
三
頁
)
｡
失
業
率
は
完
全
失
業
者
を
労
働
力
人
口
で

割
っ
た
も
の

(同
書
二
九
八
東
)
｡
失
業
保
険
受
給
率
は
失
業
保
険
受
給
者
実
人
員
を
被
保
険
者
数
と
受
給
者
実
人
員
の
和
で
割
っ
た
も
の
(同

書
三
一
六
頁
)
0
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第

3
表
に
よ
る
｡

新
規
求
人
数
を
新
規
求
職
申
込
件
数
で
割

っ
た
も
の
｡
こ
の
逆
数
は
求
職
率
ま
た
は
殺
到
率
で
あ
る
｡

『
労
働
白
書

一
九
六
三
年
版
』
三

一

五
貢
'

『
経
済
白
書
』
二
二
三
真
'
前
掲

『
統
計
月
報
』

一
二
貢
を
参
照
せ
よ
｡

『
経
済
白
書
』
三
四
二
真
'

『
労
働
自
書

一
九
六
三
年
版
』
九

一
京
を
参
照
せ
よ
｡

『
経
済
白
書
』

一
〇
二
頁
を
参
照
せ
よ
｡

同
書

一
〇
三
貢
を
参
照
せ
よ
｡

『
エ
コ
ノ
-
ス
-
』
昭
和
三
八
年
九
月

一
〇
日
号
三
三
京
に
よ
る
｡
な
お

『
経
済
白
書
』
三
四
五
頁
お
よ
び
四
四
七
頁
を
参
照
せ
よ
｡

前
掲

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
-
』
同
貢
に
よ
る
｡
な
お

『
労
働
自
書

一
九
六
三
年
版
』
三
四
二
貢
を
参
照
せ
よ
｡

『
労
働
白
書

一
九
六
三
年
版
』
四

〇
-
四

一
頁
お
よ
び

一
二
二
京
を
参
照
せ
よ
｡

同
書

一
一
六
貢
を
参
照
せ
よ
｡

同
書

一
一
七
貢
を
参
照
せ
よ
｡

同
書
九
八
1
一
〇
〇
貢
に
よ
る
｡

同
書

一
五
六
貢
に
よ
る
｡

『
経
済
白
書
』
三
四
三
貢
に
よ
る
｡

同
書
三
五

一
貫
に
よ
る
｡
農
業
用
品
価
格
と
農
産
物
価
格
は
農
村
物
価
指
数

(『
本
邦
経
済
統
計
昭
和
三
七
年
報
』
二
七
九
貢
)

よ
り

計
算

し
た
も
の
｡

同
書

一
四
六
1

一
四
七
頁
を
参
照
せ
よ
｡

同
書

一
四
八
貢
｡

菅
沼
正
久

｢
野
菜
の
流
通
機
構
と
価
格
｣

(『
経
済
評
論
』

昭
和
三
八
年
九
月
号
)

九

〇
貢
｡

果
実
労
働
報
酬
は
水
稲
水
準
を
超
え
て
い
る

(『
経
済
白
書
』

一
四
九
頁
参
照
)
｡
-
ん
ご
の
増
産
が
困
難
な
の
は
消
費
者
の
外
観
上
の
好
み
か
ら
労
働
需
要
が

一
定
の
時
期
に
集
中
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

(森
宏

｢
果
実
の
生
産
構
造
と
市
場
体
系
｣
〔『
経
済
評
論
』
前
掲
号
〕
参
照
)
0

『
経
済
白
書
』
三
五

一
貫
｡

同
期
間
の
消
費
者
魚
価
指
数
は
二
四

･
五
%
上
昇
し
た
｡
平
沢
豊

｢
水
産
物
価
格
体
系
の
変
化
｣
(『
経
済
評
論
』
前
掲
号
)
九

一
頁
に
よ
る

｡

菅
沼
正
久
'
前
掲
論
文
八
三
貢
を
参
照
せ
よ
.
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森
宏
'
前
掲
論
文

一
〇
六
貢
を
参
照
せ
よ
｡

岨
常
次
郎

｢
畜
産
物
の
価
格
変
動
と
市
場
構
造
の
変
化
｣
(『
経
済
評
論
』
前
掲
号
)

二

一
貫
｡

平
沢
豊
'
前
掲
論
文
九

一
頁
｡
な
お
三
七
年
に
は
生
産
地
市
場
価
格
は
不
変
で
'
卸
売
価
格
は
七
%
'

消

費

者

価
格

は

一
〇
%
上
昇
し
た

(『
経
済
白
書
』

一
五
九
-

一
六
〇
頁
参
照
)
｡

『
経
済
白
書
』
三
五
〇
-
三
五

l
頁
に
よ
る
｡

同
書
三
五
〇
貢
に
よ
る
｡

同
書
同
頁
｡

同
書
四

l
I

四
二
貢
.

前
掲

『
統
計
月
報
』

一
三
貢
を
参
照
せ
よ
｡

中
村
秀

一
郎

｢
食
品
加
工
業
と

『
流
通
革
命
』
｣
(『
経
済
評
論
』
前
掲
号
)

二

六
京
｡

中
村
秀

一
郎
､
前
掲
論
文
同
賞
｡

『
経
済
白
書
』
三
八
〇
京
｡
な
お
四
四
京
の
第
32
図
を
参
照
せ
よ
｡
し
か
し
既
述
の
よ
う
に
生
鮮
食
料
品
に
つ
い
て
小
売

マ
ー
ジ
ン
の
拡
大

傾
向
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
｡

同
書
三
五

]
貢
に
よ
る
｡
な
お
三
八
〇
貢
第
Ⅲ
-
4
-
3
図
に
よ
る
と
二
九
I
三
五
年
間
の
小
売
業
の
生
産
性
は
約
四
〇
%
､
賃
金
は
約
七

〇
%
'
賃
金
費
用
は
約
二
〇
%
の
上
昇
と
な

っ
て
い
る
｡

同
書
三
八
頁
第
27
図
を
参
照
せ
よ
｡
な
お
三
五

一
貫
第
Ⅲ
1
1
-
7
表
に
よ

っ
て
も
三
三
年
を
境
に
し
て
同
じ
こ
と
が
い
え
る
｡

同
書
三
八
〇
貢
を
参
照
せ
よ
｡

同
書
三
五
二
貢
を
参
照
せ
よ
｡
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三

消
費
者
物
価
高
騰
の
原
因

(そ
の
二
)

-

超

過

需

要
-

し
か
し
な
が
ら
'

た
と
え
農
業
'
水
産
業
､
中

小

工
業
'

サ
ー
ビ

ス
業

(
商
業
を
含

む
)

な
ど
で
生
産
性

の
上
昇
を

上
回
わ

る
賃
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金
上
昇
の
た
め
に
賃
金
費
用
が
上
昇
し
た
と
し
て
も
'
同
時
に
こ
れ
ら
の
諸
産
業
に
対
す
る
需
要
が
増
加
し
な
け
れ
ば
'
価
格
上
昇

が
発
生
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
｡
そ
し
て
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
需
要
の
増
加
が
生
じ
た
の
で
あ
る
｡
な
ぜ
な
ら
ば
'

『
経
済

白
書
』
が
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
'
｢近
代
化
投
資
が
重
化
学
工
業
や
投
資
財
産
業
に
集
中
し
す
ぎ
る
と
'
労
働
力
や
資
源
の

投
資
部
門

へ
の
集
中
の
結
果
消
費
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
は
相
対
的
に
低
下
す
る
の
に
対
し
'
投
資
財
部
門
で
生
ず
る
支
払
賃
金
の

Eid1

増
加
は
消
費
需
要
の
増
加
と
な
っ
て
消
費
財
部
門
に
向
う
か
ら
で
あ
る
｡｣

昭
和
二
九
-

三
三
年
間
に
個
人
消
費
支
出
は
三
二
･
七
%
'
農
林
水
産
業
生
産
指
数
は
二
三

･
〇
%
増
加
し
'
個
人
消
費
支
出
の

相
対
的
増
加
は
七

･
九
%
で
あ
っ
た
が
'
昭
和
三
三
-
三
六
年
間
に
は
個
人
消
費
支
出
は
三
八

･
六
%
'
農
林
水
産
業
生
産
指
数
は

九

･
一
%
増
加
し
'
個
人
消
費
支
出
の
相
対
的
増
加
は
二
七

･
〇
%
と
な
っ
た
｡
ま
た
'
昭
和
二
九
1
三
三
年
間
に
非
耐
久
消
費
財

生
産
指
数
は
三
八

･
三
%
増
加
し
'
こ
れ
に
対
す
る
個
人
消
費
支
出
の
相
対
的
増
加
は
マ
イ
ナ
ス
四

･
四
%
で
あ
っ
た
が
'
昭
和
三

三
-
三
六
年
間
に
は
非
耐
久
消
費
財
生
産
指
数
は
二
六
･九
%
増
加
し
'
こ
れ
に
対
す
る
個
人
消
費
支
出
の
相
対
的
増
加
は
九
･
二
%

と
な
っ
た
｡
こ
の
よ
う
に
,
農
林
水
産
業
生
産
や
非
耐
久
消
費
財
生
産
に
対
す
る
個
人
消
費
支
出
の
相
対
的
増
加
率
が
'
昭
和
二
九

-
三
三
年
間
に
く
ら
べ
て
昭
和
三
三
-
三
六
年
間
に
増
大
し
た
こ
と
は
'
設
備
投
資
の
強
蓄
積
を
主
軸
と
す
る
超
高
度
成
長
期
に
な

EiiZl

っ
て
農
水
畜
産
物
や
中
小
消
費
財
工
業
製
品
に
対
す
る
超
過
需
要
が
発
生
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
聖
ヽ
ヽ
ヽ

わ
た
く
L
は
こ
こ
で
消
費
者
物
価
水
準
の
決
定
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
'
消
費
者
物
価
を
近
似
的
に
賃
金
財

(サ
ー
ビ
ス

を
含
む
)
の
価
格
と
し
て
把
握
L
t
賃
金
財
価
格
水
準
の
決
定
機
構
を
分
析
す
る
方
法
を
提
唱
し
た
い
｡
す
な
わ
ち
'
い
ま
経
済
全

体
を
賃
金
財

(
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
)
生
産
部
門
と
非
賃
金
財
生
産
部
門
の
二
大
部
門
に
分
割
し
'
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
労
働
量
を
L
t

1

2

AN
と
L
t
貨
幣
賃
金
率
を
W
t
W
と
L
t
労
働
の
生
産
性
を
S
F

的
と
L
t
生
産
物

(
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
)
の
価
格
水
準
を
p
l
t
pln

と
す
れ
ば
'
賃
金
財
の
総
生
産
価
額

P
lalL
t
は
均
衡
に
お
い
て
は

(賃
金
所
得
か
ら
の
貯
蓄
な
ら
び
に
輸
入
品
消
費
は
ゼ
ロ
と
仮
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定
す
る
)
総
賃
金
所
得
W

tL
l+
W
2L
2
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら

P
tatL
L=
W
IL
t+
W
2L
2････
･･･････-
･････････････････････-
･(
)
)

と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
｡
こ
の
式
を
変
形
す
れ
ば
'
次
の
よ
う
な
賃
金
財
価
格
水
準
の
決
定
式
が
え
ら
れ
る
｡

212

p
l=
題
下
+
座

卜
.

at

at

El｢E.t<

･･･････････････････････････････････････(
2
)

右
の
式
に
よ
れ
ば
賃
金
財
価
格
水
準
'
し
た
が
っ
て
近
似
的
に
消
費
者
物
価
水
準
は
'
①
賃
金
財
部
門
の
労
働
生
産
性
(
g
)
,
㊨

両
部
門
の
貨
幣
賃
金
率

(wl
と
>N
)
'
お
よ
び
③
賃
金
財
部
門
の
労
働
量
に
対
す
る
非
賃
金
財
部
門
の
労
働
量
の
割
合

(L
2JLt)
と

い
う
三
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
'
こ
れ
ら
三
つ
の
要
因
の
変
化
に
応
じ
て
変
化
す
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

最
近
の
消
費
者
物
価
高
騰
期
に
は
'
こ
れ
ら
の
三
つ
の
要
因
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
で
あ
ろ
う
か
｡
第

一
に
･
賃
金
財
部
門
の

生
産
性
は
上
昇
し
た
が
'
そ
の
上
昇
率
は
相
対
的
に
小
さ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
特
に
既
述
の
よ
う
に
農
業
の
生
産
性
上
昇
率
が
三

三
年
以
降
に
な
っ
て
著
し
く
低
下
し
た
こ
と
'
な
ら
び
に
'
三
四
年
以
降
に
な
っ
て
食
料
品
工
業
の
生
産
性
が
絶
対
的
に
低
下
し
た

こ
と
が
'
賃
金
財
部
門
の
生
産
性
上
昇
率
を
低
め
る
上
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
第
二
に
,
こ
の
よ
う
な
生

産
性
の
小
さ
な
上
昇
率
に
対
し
て
'
貨
幣
賃
金
率
の
上
昇
率
は
遥
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
｡
賃
金
財
部
門
の
賃
金
率
は
非
賃
金

財
部
門
の
そ
れ
よ
り
急
速
に
上
昇
し
て
両
者
の
間
の
賃
金
格
差
は
縮
小
し
た
が
'
非
賃
金
財
部
門
の
賃
金
上
昇
率
が
大
き
か
っ
た
の

で
'
賃
金
財
部
門
の
賃
金
上
昇
率
は
い
っ
そ
う
大
き
い
も
の
に
な
っ
た
｡
非
賃
金
財
部
門
の
賃
金
上
昇
率
が
大
き
か
っ
た
の
は
,
そ

の
部
門
に
お
け
る
設
備
投
資
の
結
果
と
し
て
労
働
生
産
性
が
大
き
く
上
昇
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
非
賃
金
財
価
格
水
準

(
こ
れ
は

近
似
的
に
卸
売
物
価
水
準
に
相
当
す
る
)
が
ほ
と
ん
ど
下
落
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
第
三
に
'
非
賃
金
財
部
門
の
拡
大
を
主
軸

と
す
る
超
高
度
成
長
の
結
果
'
賃
金
財
部
門
の
労
働
量
に
対
す
る
非
賃
金
財
部
門
の
労
働
量
の
割
合
は
著
し
く
増
加
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
｡
た
と
え
ば
'
第

一
次
産
業
お
よ
び
第
三
次
産
業
の
就
業
者
数
に
対
す
る
第
二
次
産
業
の
就
業
者
数
の
割
合
は
'
三
四
年
の
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.1rH一
3

三
五

･
三
%
か
ら
三
七
年
の
四
五

･
一
%

へ
二
七

･
七
%
も
増
加
し
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
'
賃
金
財
部
門
の
生
産
性
上
昇
率
よ
り

も
両
部
門
の
貨
幣
賃
金
率
の
上
昇
率
の
方
が
大
き
く
'
ま
た
非
賃
金
財
部
門
の
労
働
量
が
相
対
的
に
増
加
し
た
の
で
'
賃
金
財
価
格

水
準
'
し
た
が
っ
て
ま
た
消
費
者
物
価
水
準
が
上
昇
し
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
接
近
方
法
に
よ
れ
ば
さ
ら
に
次
の
諸
点
が
明
ら
か
と
な
る
｡
第

一
に
'
非
賃
金
財
部
門
の
生
産
性
は
賃
金
財
価
格
水
準
の
決

定
に
対
し
て
直
接
に
は
何
の
関
係
も
な
い
｡
第
二
に
'
非
賃
金
財
部
門
の
貨
幣
賃
金
率
の
上
昇
が
そ
の
部
門
の
生
産
性
上
昇
の
範
囲

内
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
'
賃
金
財
価
格
水
準
の
安
定
を
保
証
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
｡
第
三
に
'
両
部
門
の
貨
幣
賃
金
率
が
賃

金
財
部
門
の
生
産
性
の
上
昇
率
と
同
じ
テ
ン
ポ
で
上
昇
し
て
も
'
非
賃
金
財
部
門
の
労
働
量
が
相
対
的
に
増
加
す
る
か
ぎ
り
'
賃
金

財
価
格
水
準
は
上
昇
す
る
｡
第
四
に
'
賃
金
財
部
門
の
生
産
性
と
両
部
門
間
の
労
働
構
成
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
'
貨
幣
賃
金

Eid4

率
の
上
昇
は
単
に
賃
金
財
価
格
水
準
を
上
昇
さ
せ
る
だ
け
で
'
実
質
賃
金
率
の
上
昇
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
｡

従
来
の
消
費
者
物
価
論
議
に
お
い
て
は
'
賃
金
財
部
門
の
生
産
性
上
昇
率
の
低
さ
と
貨
幣
賃
金
率
の
上
昇
率
の
高
さ

(そ
れ
を
も

た
ら
し
た
卸
売
物
価
水
準
-
非
賃
金
財
価
格
水
準
の
安
定
性
)
に
の
み
注
意
が
集
中
さ
れ
て
お
-
'
非
賃
金
財
部
門
と
賃
金
財
部
門

の
労
働
構
成
の
変
化
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
｡
し
た
が
っ
て
消
費
者
物
価
安
定
対
策
と
し
て
も
賃

金
財
部
門
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
と
'
貨
幣
賃
金
率
の
上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
だ
け
で
'
非
賃
金
財
部
門
と
賃
金

財
部
門
の
労
働
構
成
を
ど
う
す
る
と
い
う
論
議
は
な
い
｡

『
経
済
白
書
』
は

｢投
資
財
中
心
の
投
資
増
大
が
消
費
財
と
投
資
財
と
の

間
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
消
費
者
物
価
上
昇
の
一
因
と
な
っ
た
こ
と
を
み
て
も
'
設
備
投
資
の
内
容
が
中
小
企
業
の
合
理
化
や
流
通

Eid5

部
門
の
改
善
に
資
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｣
と
述
べ
て
'
賃
金
財
部
門
の
投
資
比
率
を
高
め
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る

が
'
そ
れ
が
同
時
に
賃
金
財
部
門
の
労
働
力
比
率
を
高
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
｡

し
ば
し
ば
消
費
者
物
価
の
上
昇
は
構
造
的
な
も
の
だ
と
い
わ
れ
る
が
'
真
に
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
と
こ
ろ
の
賃
金
財
部
門
の
労
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ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

働
力
比
率
の
低
下
に
は
論
及
さ
れ
な
い
し
,
高
度
成
長
の
行
き
す
ぎ
が
消
費
者
物
価
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
と
い
わ
れ
る
と
き
に
も
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

賃
金
財
部
門
の
労
働
力
此
率
の
低
下
と
い
う
構
造
的
変
化
の
観
点
か
ら
成
長
の
行
き
す
ぎ
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
｡
第

一
次
産

業
の
就
業
者
が
著
し
く
減
少
し
'
第
二
次
産
業

(特
に
製
造
業
)
の
そ
れ
が
著
し
く
増
加
し
た
こ
と
は
'
労
働
構
造
の
近
代
化
と
し

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

て
高
く
評
価
さ
れ
'
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
味
で
行
き
す
ぎ
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
全
然
意
識
さ
れ
て
い
な
い
｡
し

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

か
し
'
わ
た
く
L
は
労
働
構
造
の
近
代
化
が
同
時
に
賃
金
財
部
門
の
労
働
力
比
率
の
低
下
で
あ
る
か
ぎ
-
'
こ
こ
に
行
き
す
ぎ
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
｡

｢先
進
諸
国
で
二
〇
年
前
後
を
要
し
た
就
業
者
構
成
の
変
化

〔第

一
次
産
業

)6

就
業
者
の
此
重
の
低
下
〕
が
'
わ
が
国
で
は
最
近
六
-

七
年
の
間
に
集
中
し
て
生
じ
っ
つ
あ
る
｣
と
い
う
事
態
こ
そ
最
近
の
消
費
者

物
価
問
題
の
最
大
の
核
心
で
あ
る
と
い
う
の
が
'
わ
た
く
し
の
究
極
的
な
見
解
で
あ
る
｡
最
近
の
消
費
者
物
価
高
騰
の
半
分
近
-
は

農
水
畜
産
物
と
加
工
食
品
の
値
上
が
り
に
よ
る
も
の
で
あ
り
'
加
工
食
品
の
借
上
が
-
は
原
料
農
水
畜
産
物
の
値
上
が
り
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
か
ら
み
て
も
'
最
近
の
消
費
者
物
価
問
題
は
'
サ
ー
ビ
ス
業
の
問
題
や
中
小
消
費
財
工
業
の
問
題
で
あ
る
よ
り

は
む
し
ろ
農
業
お
よ
び
水
産
業
の
問
題
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
以
下
論
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
農
業
を
賃
金
財
産

業
の
代
表
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
｡

設
備
投
資
の
拡
大
を
主
軸
と
す
る
経
済
成
長
の
過
程
に
お
い
て
'
労
働
力
が
農
業
か
ら
工
業

へ
'
賃
金
財
部
門
か
ら
非
賃
金
財
部

門

へ
移
動
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
｡
し
か
し
こ
の
移
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
'
同
時
に
農
業
の
生
産
性
が
か
な

-
高
ま
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
な
ぜ
な
ら
ば
'
農
業
の
生
産
性
が
あ
ま
-
高
ま
ら
な
い
の
に
'
農
業
か
ら
労
働
力
が
流
出
す
る
な

ら
ば
'
農
業
生
産
物
は
あ
ま
り
増
加
せ
ず
'
労
働
者

一
人
当
り
の
農
業
生
産
物
'

つ
ま
-
実
質
賃
金
率
は
あ
ま
-
増
加
し
な
い
で
あ

ろ
う
｡
こ
の
と
き
労
働
者
の
購
買
力
つ
ま
-
貨
幣
賃
金
率
が
大
幅
に
上
昇
す
る
な
ら
ば
'
農
産
物
価
格
つ
ま
り
賃
金
財
価
格
水
準
は

高
騰
せ
ざ
る
を
え
な
い
｡
し
た
が
っ
て
'
農
産
物
価
格
の
高
騰
を
防
ぎ
な
が
ら
農
業
を
縮
小
し
工
業
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
'
農
業

214
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の
生
産
性
の
向
上
が
絶
対
必
要
な
条
件
で
あ
る
｡
農
業
の
生
産
性
の
向
上
テ
ン
ポ
が
,
農
業
か
ら
の
労
働
力
流
出
の
妥
当
な
テ
ン
ポ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

を
規
定
L
t
し
た
が
っ
て
ま
た
工
業
の
拡
大
の
妥
当
な
テ
ン
ポ
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
｡

こ
の
妥
当
な
テ
ン
ポ
を
こ
え
る
農
業
労
働

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

力
の
流
出
や
工
業
の
拡
大
は
行
き
す
ぎ
で
あ
-
'
農
産
物
価
格
の
高
騰
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
お
か
な
い
の
で
あ
る
｡

下
村
治
氏
は
'
わ
が
国
の
卸
売
物
価
が
為
替
レ
1
-
を
通
じ
て
欧
米
諸
国
の
そ
れ
と
同

一
水
準
に
あ
る
の
に
,
消
費
者
物
価
は
著

し
-
割
安
な
水
準
に
あ
る
が
'
そ
れ
は
わ
が
国
の

一
人
当
-
所
得
水
準
が
低
い
か
ら
で
あ
り
,
わ
が
国
の

一
人
当
り
所
得
水
準
が
欧

米
諸
国
の
水
準
ま
で
上
昇
す
る
に
つ
れ
て

(為
替
レ
と

と
卸
売
物
価
は
不
変
と
し
て
)
わ
が
国
の
消
費
者
物
価
水
準
が
欧
米
諸
国

の
水
準
ま
で
上
昇
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
｡

｢
イ
ギ
リ
ス
や
西
ド
イ
ツ
の
消
費
者
物
価
は
日
本
の
一
･
六
倍
に

EiiJ7

近
く

ア
メ
リ
カ
の
消
費
者
物
価
は
日
本
の
二

･
四
倍
に
近
い
｣
,
｢
欧
米
諸
国
の
消
費
者
物
価
水
準
が
な
ぜ
日
本
よ
-
著
し
く
高
い

か
を
説
明
す
る
決
定
的
な
要
因
が
'
そ
の
経
済
水
準
'
ま
た
は
所
得
水
準
の
高
さ
で
あ
る
と
す
れ
ば
･
日
本
の
経
済
が
成
長
す
る
と

き
'
そ
の
成
長
と
と
も
に
'
消
費
者
物
価
が
上
昇
す
る
こ
と
を
こ
と
さ
ら
に
異
常
視
し
,
警
戒
す
る
こ
と
は
マ
-
は
ず
れ
だ
と
い
わ

幻

ね
ば
な
ら
な
い
｡｣
ま
た

『
経
済
白
書
』
も

｢
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
の
消
費
者
物
価
の
国
際
此
較
｣
を
行
な
い
,
｢
公
定
レ
-
-
の
三

六

〇
円
で
は
'
日
本
の
方
が
'
サ
ー
ビ
ス
料
金
,
野
菜
な
ど
が
割
安
に
な
っ
て
い
る
｡
そ
し
て
,
最
近
で
は
,
今
ま
で
割
安
だ
っ
た

も
の
ほ
ど
上
昇
率
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
｡
い
わ
ば
,
最
近
の
日
本
の
消
費
者
物
価
の
上
昇
に
は
こ
の
よ
う
な
物
価
構
造
が
先

pJt
9

進
国
に
近
づ
-
過
程
で
起
き
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
｣
と
述
べ
て
い
る
｡

し
か
し
な
が
ら
'
経
済
企
画
庁
が
調
べ
た

｢消
費
者
価
格
の
国
際
此
較
｣
に
よ
れ
ば

｢
日
本
で
は
工
業
製
品
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
料

Gid0

金
の
低
廉
さ
が
目
だ
っ
て
い
る
が
'
食
料
品
の
価
格
で
は
欧
米
諸
国
よ
-
も
高
-
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｣
の
で
あ
る
｡

1

ま
た

『
経
済
白
書
』
の

｢
主
要
農
産
物
の
国
産
価
格
と
輸
入
価
格
の
比
較
｣
に
よ
れ
ば

｢
お
し
な
べ
て
,
国
際
商
品
農
産
物
と
し
て

EiiiZI
1

の
わ
が
国
主
要
農
産
物
の
国
際
競
争
力
は
相
当
低
い
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
｣
の
で
あ
る
｡

l
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つ
ま
り
'
わ
が
国
に
お
い
て
は
､
農
産
物
の
相
対
価
格
は
'
既
に
先
進
国
以
上
に
高
い
水
準
に
あ
る
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'

農
産
物
の
価
格
騰
貴
を
物
価
構
造
の
先
進
国
化
の
名
の
も
と
に
合
理
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
農
産
物
価

格
が
外
国
に
く
ら
べ
て
高
い
理
由
は
'
い
う
ま
で
も
な
く
農
業
の
生
産
性
が
低
い
か
ら
で
あ
り
'
そ
の
最
大
の
理
由
は
'

｢
一
生
産

~ヽノ2

単
位
の
経
営
規
模
が
あ
ま
り
に
も
零
細
な
こ
と
｣
で
あ
る
｡
そ
れ
は
ま
た
､
わ
が
国
農
業
の
生
産
性
上
昇
率
が
低
い
理
由
で
も
あ
る
｡

EiiZ3

ア
メ
リ
カ
で
は
農
業
の
生
産
性
上
昇
率
の
方
が
工
業
の
そ
れ
よ
り
大
き
い
の
に
'
わ
が
国
で
は
昭
和
三
三
-
三
六
年
間
に
製
造
業
の

生
産
性
上
昇
率
は
二
八

･
四
%
で
あ
っ
た
が
'
農
業
の
生
産
性
上
昇
率
は

二
二
･
五
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
｡

わ
が
国
が
今
後
も
急
速
な
テ
ン
ポ
で
工
業
化
を
進
め
'
就
業
構
造
の
近
代
化
を
進
め
る
た
め
に
は
'
農
業
の
生
産
力
を
高
め
る
こ

と
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
｡
そ
う
で
な
け
れ
ば
'
貨
幣
賃
金
の
上
昇
は
い
た
ず
ら
に
農
産
物
価
格
を
高
め
る
だ
け
で
'
そ
れ
は
ま
た

労
働
者
の
貨
幣
賃
金
引
き
上
げ
要
求
を
誘
発
L
t
貨
幣
賃
金
の
い
っ
そ
う
の
上
昇
を
ひ
き
お
こ
し
'
遂
に
は
工
業
品
価
格
の
上
昇
と

な
り
'
そ
の
輸
出
競
争
力
を
減
退
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
｡
農
業
の
生
産
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
'
こ
の
矛
盾
を
打
開

す
る
途
は
た
だ

一
つ
'
農
産
物
輸
入
の
自
由
化
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
｡
い
う
ま
で
も
な
く
穀
物
条
例
を
廃
止
し
た
イ
ギ
リ
ス
が
そ
の

先
例
で
あ
る
｡
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
大
規
模
農
業
に
よ
り
そ
の
生
産
力
を
高
め
な
が
ら
工
業
化
を
推
進
す
る
か
'
そ
れ
と
も
イ
ギ
リ

ス
の
よ
う
に
農
産
物
の
輸
入
に
頼
り
な
が
ら
工
業
化
を
推
進
す
る
か
'
わ
が
国
の
農
業
は
重
大
な
転
換
期
に
直
面
し
て
い
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
最
近
の
消
費
者
物
価
高
騰
に
含
ま
れ
て
い
る
最
大
の
問
題
は
'
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
農
業
問
題
で
あ

る
と
い
っ
て
も
あ
え
て
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
｡
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『
経
済
白
書
』
三
五
三
頁
.

物

中
村
隆
葵
氏

(｢
物
価
は
な
ぜ
上
が
-
つ
づ
け
る
か
｣
『
中
央
公
論
』
昭
和
三
八
年
四
月
号
､

｢
根
拠
な
い
コ
ス
-

･
イ
ン
フ
レ
論
｣
『
エ
コ
ノ
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a3)(12)ai) (10)(9)(8)(7日6日5日41日3)
･･,
ス
-
』

昭
和
三
八
年
七
月
二
三
日
号
)
も
こ

の
点
を
強
調
さ
れ
て
い
る
O
同
氏
が
農
業
問
題
を
重
視
し
て
お
ら
れ
る
の
は
卓
見
で
あ
る
｡

『
労
働
白
書

一
九
六
三
年
版
』
九
八
貢
の
就
業
者
構
成
比
か
ら
計
算
し
た
｡

この
命
題
は
い
わ
ば
新
し
い
形
で
の
賃
金
基
金
説
と
い
え
よ
う
｡

『
経
済
白
書
』
五

〇
貢
｡

『
労
働
白
書

一
九
六
三
年
版
』
三
八
貢
｡

下
村
治

｢
消
費
者
物
価
問
題
の
正
し
い
考
え
方
｣
(『
東
洋
経
済
』
昭
和
三
八
年
八
月
二
四
日
号
)
三
七
頁
｡

同
右
四
五
貫
｡

『
経
済
白
書
』
三
六
-
三
七
頁
｡

東
洋
経
済

『
統
計
月
報
』
昭
和
三
八
年
九
月
号

一
五
頁
｡
日
本
の
価
格
が
最
高
の
品
目
は
'
牛
肉
､
鶏
肉
'
牛
乳
'
粉
ミ
ル
ク
､
バ
タ
ー
､

砂
糖
､

コ
ー
ヒ
ー
の
七
品
目
で
'
い
ず
れ
も
生
活
水
準
の
上
昇
に
つ
れ
て
需
要
が
著
し
-
増
加
す
る
品
目
で
あ
る
｡

『
経
済
白
書
』
三
五
五
頁
｡

同
書
三
五
六
貫
｡

C
f.
A
Lvi
n
H
.
I･Ian
sen
,
E
co
7W
n
u+C
Zu
u
e5
0f

th
e
]9
6
03
.

)960〉p
.
2).
小
原
敬
士
訳

『
l
九
六
〇
年
代
の
経
済
問
題
』
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
昭
和
三

六
年
二
三

頁
を
参
照
せ
よ
｡

四

消
費
者
物
価
安
定
の
問
題

1

卸
売
物
価
の
下
落
に
つ
い
て

1

消
費
者
物
価
が
安
定
す
る
た
め
に
は
'
貨
幣
賃
金
の
上
昇
率
が
お
だ
や
か
な
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
そ
の
た
め
に
は

ヽ
ヽ

卸
売
物
価
が
下
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
そ
こ
で
卸
売
物
価
の
下
落
が
経
済
成
長
と
両
立
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
｡
わ
た

-
L
は
卸
売
物
価
の
下
落
は
経
済
成
長
と
両
立
す
る
L
t
む
し
ろ
急
速
な
経
済
成
長
の
た
め
に
は
必
要
で
さ
え
あ
る
と
思
う
｡
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ノヽ‖り

確
か
に
ハ
ン
セ
ン
は

｢
卸
売
物
価
指
数
の
下
落
は
成
長
や
拡
大
と
両
立
し
そ
う
も
な
い
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
し
か
し
エ
ッ
ク
ス
タ

イ
ン
は
先
進
諸
国
の
産
出
高
と
物
価
の
長
期
的
趨
勢
を
比
較
し
た
結
果

｢
長
期
的
な
現
象
と
し
て
は
'
成
長
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

川■nH一
2

と
の
間
に
は
何
の
歴
史
的
相
関
も
な
い
｣
と
結
論
し
た
｡
フ
リ
ー
ド
マ
ン
も
ま
た

｢物
価
変
化
と
産
出
高
変
化
の
関
係
に
つ
い
て
の

歴
史
的
証
拠
は
混
然
と
し
て
い
る
｡
す
べ
て
を
考
え
て
恐
ら
く
唯

一
の
正
当
な
結
論
は
'
物
価
の
上
昇
あ
る
い
は
下
落
の
い
ず
れ
も
'

そ
の
変
化
が
か
な
り

一
様
な
も
の
で
あ
-
'
お
だ
や
か
な
大
き
さ
で
あ
り
'
相
当
に
予
測
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
'
急
速
な
経
済
成
長

11U3

と
両
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｣
と
述
べ
た
｡
物
価
の
下
落
が
技
術
進
歩
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と
コ
ス
I
の
低
下
に
よ

っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
か
ぎ
り
'
利
潤
は
確
保
さ
れ
う
る
の
で
あ

っ
て
､
利
潤
が
確
保
さ
れ
る
か
ぎ
り
経
済
成
長
が
阻
害
さ
れ
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
｡
現
に
わ
が
国
に
お
い
て
も
'
自
動
車
や
家
庭
電
気
器
具
の
よ
う
な
非
常
に
成
長
率
の
高
い
産
業
の
価
格
は
著
し
い
下
落
傾

向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
｡
わ
が
国
が
欧
米
諸
国
よ
-
も
大
き
な
経
済
成
長
率
を
維
持
す
る
た
め
に
は
'
わ
が
国
の
輸
出
成
長
率
が
相

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

対
的
に
大
き
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
そ
の
た
め
に
は
交
易
条
件
の
不
利
化
､
す
な
わ
ち

(為
替
レ
I
ー
を
不
変
と
し
て
)
卸

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

売
物
価
の
下
落
が
必
要
な
の
で
あ
る
｡
下
村
治
氏
は
卸
売
物
価
が
下
落
す
る
な
ら
ば
国
際
収
支
の
均
衡
を
維
持
す
る
た
め
に
為
替
レ

G)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

I
-
の
切
-
上
げ
が
必
要
と
な
る
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
が
'
そ
れ
は
同
氏
が
交
易
条
件
の
不
変
を
暗
黙
の
う
ち
に
仮
定
し
て
お
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
｡
貿
易
自
由
化
に
よ
り
輸
入
構
造
は
先
進
国
化
し
'
消
費
財

･
機
械
な
ど
の
製
品
輸
入
の
比
率
は
増
大
す
る
で
あ
ろ

う
｡
設
備
能
力
の
完
全
稼
働
の
た
め
に
は
'

一
方
に
お
い
て
原
材
料
輸
入
の
増
大
が
'
他
方
に
お
い
て
輸
出
需
要
の
増
大
が
必
要
で

あ
る
｡
し
か
し
世
界
貿
易
全
体
の
伸
び
は
そ
ん
な
に
大
き
く
な
い
｡
そ
の
な
か
で
わ
が
国
の
輸
出
が
伸
び
る
た
め
に
は
'
ど
う
し
て

も
価
格
を
下
げ
て
国
際
競
争
力
を
強
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
｡

卸
売
物
価
を
下
げ
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
が
'
や
は
り
貿
易
の
自
由
化
を
促
進
し
て
国
際
的
競
争
圧
力
を
強
化
す
る
こ
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と
と
'
独
占
禁
止
法
を
厳
重
に
励
行
し
て

一
切
の
価
格

カ
ル
テ
ル
を
排
除
す
る
こ
と
が
'
主
要
な
対
策
で
あ
ろ
う
｡
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